
酸素量

土壌改良の要素

保水性
透水性

微生物相
団粒化

酸素供給剤作物の
健全な生育

バーミキュライト
パーライト
鉱物質資材

微生物資材
高分子系資材

　

酸
素
供
給
剤
と
は
土
壌
に
酸
素
を
供
給
し
、

根
の
呼
吸
を
助
け
る
こ
と
で
根
張
り
を
よ
く

し
、
健
全
な
作
物
の
育
成
を
促
す
も
の
で
す
。

ま
た
、
土
壌
中
の
好
気
性
微
生
物
の
動
き
を

活
発
化
さ
せ
、
団
粒
化
促
進
に
も
期
待
が
で

き
ま
す
。

　

降
雨
後
に
冠
水
し
や
す
い
粘
土
質
で
排
水

性
の
悪
い
圃ほ

場
や
、
砂
地
で
あ
っ
て
も
土
が

し
ま
り
や
す
い
圃
場
、
栽
培
期
間
が
長
期
に

わ
た
る
作
物
の
圃
場
も
潅
水
を
繰
り
返
す
こ

と
で
土
が
し
ま
り
酸
欠
が
進
む
と
考
え
ら
れ
、

酸
素
供
給
剤
は
こ
の
よ
う
な
圃
場
の
土
壌
環

境
改
善
に
役
立
ち
ま
す
。

　

昨
今
は
さ
ら
に
、
全
国
各
地
で
天
候
不
順

や
、
長
雨
、
ゲ
リ
ラ
豪
雨
が
増
加
し
、
こ
れ

ま
で
以
上
に
土
壌
中
の「
酸
素
不
足
」が
深
刻

化
す
る
と
考
え
ら
れ
、「
異
常
気
象
・
湿
害
対

策
」
と
し
て
の
酸
素
供
給
剤
の
需
要
が
高
ま

っ
て
き
て
お
り
、
生
産
現
場
で
見
直
さ
れ
て

い
ま
す（
第
１
図
）。

土
壌
の「
酸
素
不
足
」に
よ
る
、

作
物
へ
の
影
響

❶
根
を
構
成
す
る
細
胞
も
呼
吸
を
し
て
お
り
、

酸
素
が
不
足
す
る
と
根
の
生
育
が
十
分
進
ま

ず
作
物
の
生
育
が
遅
れ
る
。

❷
集
中
豪
雨
な
ど
で
降
水
量
が
土
壌
の
排
水

性
を
上
回
り
、
滞
水
す
る
こ
と
で
根
が
窒
息

し
て
根ね

腐ぐ
さ

れ
が
発
生
す
る
。

❸
土
壌
中
の
酸
素
濃
度
が
低
下
す
る
と
、
根

の
活
性
が
低
下
す
る
た
め
に
肥
料
の
吸
収
率

が
下
が
る（
第
２
図
）。

　

前
述
の
こ
と
か
ら
、
土
壌
に
酸
素
を
供
給

す
る
こ
と
で
根
は
健
全
に
生
育
し
、
異
常
気

象
に
お
い
て
も
作
物
の
栽
培
を
安
定
さ
せ
る

こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

酸
素
が
土
壌
に
供
給
さ
れ
る

メ
カ
ニ
ズ
ム

　

根
の
生
育
を
促
進
さ
せ
る
、
酸
素
供
給

剤「
ネ
オ
カ
ル
オ
キ
ソ
」「
ネ
ハ
リ
エ
ー
ス
」「
オ

キ
ソ
パ
ワ
ー
５
」（
す
べ
て
粒
剤
）の
有
効
成

分
は
過
酸
化
カ
ル
シ
ウ
ム
で
、
土
壌
中
の
水

分
と
反
応
し
、
酸
素
を
発
生
さ
せ
土
壌
に
は

石
灰
が
残
り
ま
す
。
酸
素
発
生
量
は
１
袋
（
10

㎏
）
当
た
り
約
4
0
0
ℓ
で
す
。

　

ま
た
、「
Ｍ
Ｏ
Ｘ
」（
液
剤
）の
有
効
成
分
は

過
酸
化
水
素
で
あ
り
、
土
壌
中
の
金
属
や
有

機
物
と
反
応
し
て
、
酸
素
と
水
に
分
解
さ
れ

ま
す
。
酸
素
発
生
量
は
１
本（
10
㎏
）当
た
り

約
2
0
0
ℓ
で
す
。

酸
素
供
給
剤
の
使
い
分
け

果
菜
類
の
な
り
疲
れ
を
防
止
し
た
い
と
き

　
「
Ｍ
Ｏ
Ｘ
」は
酸
素
供
給
期
間
が
１
日
以
内

と
短
い
で
す
が
速
効
性
が
あ
り
、
散
布
直
後

か
ら
酸
素
を
供
給
し
ま
す
。
潅
水
時
に
液
肥

と
同
じ
要
領
で
10
a
当
た
り
10
ℓ
を
１
週
間

か
ら
10
日
に
１
度
施
用
し
ま
す
。

　

厳
寒
期
・
猛
暑
期
で
根
の
活
性
が
低
下
し

て
い
る
場
合
や
、
酸
素
が
欠
乏
し
て
い
て
根

が
弱
っ
て
い
る
場
合
は
肥
料
の
吸
収
力
も
落

ち
て
い
る
た
め
、「
Ｍ
Ｏ
Ｘ
」を
施
用
し
て
か

ら
、
液
肥
を
使
用
す
る
こ
と
を
お
す
す
め
し

ま
す（
第
３
図
）。

第１図　土壌改良の考え方第２図　土壌（根）の酸素の必要性
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理想の根域環境で収量アップ！

～異常気象対策にも！～

栽培安定に向けた
酸素供給剤の提案
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お 問 い
合わせ先

商品名 施用時期 施用方法 施用量 効果 pH 注意点

ネオカルオキソ
オキソパワー５

定植前 全面散粒混和
（元肥として）

10ａ当たり
40～60㎏

活着促進

11～12.1 保存中に、金属、有機物、
水分の混入を避ける。

土寄せ時 湿害対策

ネハリエース
追肥 通路、株元 10ａ当たり

20～30㎏ 湿害対策
降雨前後 過湿箇所など

ＭＯＸ

育苗時 潅水時 100倍希釈液 根張り改善

４～4.5

高温・日射
日差しが強いときや高温時
の散布は葉焼けなどの薬害
の恐れがあるので、夕方ま
たは早朝に使用する。
他剤との混用性
無機銅剤や強アルカリ性の
農薬、微量要素（Mn、Feなど）
を中心とする液肥との併用
は過酸化水素が分解するた
め、混用できない。浸透性
が強い農薬、（機能性）展着
剤との併用は避ける。

定植後

潅水チューブ
（点滴含む）

10ａ当たり10ℓ
（月３～４回）

根張り改善、
土のしまり改善

葉面散布 100倍希釈液 剥離効果
（泥落とし）

降雨後 潅注処理 50倍希釈液 湿害対策
（早期回復）

粘
土
質
、
ま
た
は
水
田
裏
作
で

毎
年
排
水
不
良
の
圃
場
に

　
「
ネ
オ
カ
ル
オ
キ
ソ
」は
、
土
壌
中
に
ゆ
る

や
か
に
酸
素
を
供
給
し
土
壌
環
境
を
改
善
す

る
粒
剤
で
す
。
酸
素
供
給
期
間
は
約
３
カ
月

で
、
本
剤
を
元
肥
と
し
て
全
面
散
布
し
混
和

す
る
こ
と
で
、
根
の
呼
吸
を
助
け
、
根
の
張

り
を
改
善
し
ま
す（
10
a
当
た
り
40
〜
60
㎏
）。

　
「
オ
キ
ソ
パ
ワ
ー
５
」は
、
約
５
カ
月
と
酸

素
供
給
期
間
が
長
く
、
元
肥
と
し
て
土
壌
混

和（
10
a
当
た
り
40
〜
60
㎏
）す
る
と
、
好
気

性
微
生
物
の
活
動
を
活
発
に
し
土
壌
の
団
粒

化
が
促
さ
れ
、
根
域
環
境
を
整
え
る
こ
と
で

発
根
を
促
進
、
肥
料
の
吸
収
を
高
め
ま
す
。

ま
た
、
施
設
・
露
地
栽
培
を
問
わ
ず
、
植
え

付
け
か
ら
収
穫
ま
で
の
栽
培
期
間
が
長
い
イ

チ
ゴ
や
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
な
ど
の
品
目
に
も
お

す
す
め
で
す
。
ど
ち
ら
の
酸
素
供
給
剤
も
葉

菜
、
根
菜
、
果
菜
類
同
様
に
使
用
で
き
ま
す
。

定
植
後
の
長
雨
に
よ
る

湿
害
予
防
で
使
用
す
る
場
合

　
「
ネ
ハ
リ
エ
ー
ス
」は
水
に
接
触
す
る
と
粉

状
に
な
る
よ
う
に
改
良
さ
れ
て
お
り
、
反
応

性
が
高
い
製
品
で
す（
第
４
図
）。
酸
素
供
給

期
間
が
１
カ
月
と
短
い
で
す
が
、
定
植
後
、

長
雨
に
見
舞
わ
れ
る
よ
う
な
場
面
で
も
追
加

施
用
で
き
ま
す
。
水
と
反
応
し
て
酸
素
を
発

生
さ
せ
る
た
め
、
水
が
滞
留
し
て
い
る
箇
所

に
表
面
散
布
で
使
用
し
て
く
だ
さ
い
（
10
a

当
た
り
20
〜
30
㎏
）。葉
菜
、
根
菜
、
果
菜
類

同
様
に
使
用
で
き
ま
す
。

育
苗
時
に
使
用
す
る
場
合

　
「
ネ
オ
カ
ル
オ
キ
ソ
」ま
た
は
「
ネ
ハ
リ
エ

ー
ス
」
は
培
土
1
㎥
当
た
り
２
〜
３
㎏
混
和

し
ま
す（
花
き
類
も
同
様
）。「
Ｍ
Ｏ
Ｘ
」の
場

合
は
1
0
0
倍
以
上
に
希
釈
し
て
葉
面
散
布
、

ま
た
は
潅
水
し
ま
す
。
チ
ッ
ソ
成
分
は
含
ま

れ
て
い
な
い
た
め
、
徒
長
は
促
し
ま
せ
ん
。

第３図　「ＭＯＸ」イチゴの効果試験

水との反応性が低く崩れない
→酸素発生期間が長い

水との反応性が高く崩れやすい
→酸素発生期間が短い

基本元肥として土にすき込む 過湿箇所への表面散布可能

供試作物：イチゴ
施 用 区：「ＭＯＸ」を10ａ当たり10ℓ液肥

と併用し、点滴チューブを使用。
10日ごとに計８回施用。  

慣 行 区：液肥のみ、点滴チューブ使用。 

根重量（ｇ） 総着果数（個／株）

慣行区 17.3 126

施用区 22.4（＋5.1） 142（＋16）慣行区 ＭＯＸ施用区

オキソパワー５ ネハリエースネオカルオキソ

第４図　水との反応性

基本元肥として土にすき込む

→酸素発生期間が

過湿箇所への表面散布可能
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